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焦げ臭 くな った南極
村 山 雅 美
南極条約が発効 してから,早 くも15年になる.原署名
国12か国の代表が約2年毎に集まり,情報の交換,南 極
地域における共通の利害関係のある事項.条 約の目的に
添 う措置などについて審議 して,そ れぞれの政府に勧告
するのが,南極条約協議会議である.す でに,オ ース ト
ラリア(1962),アルゼンチン,ベルギー,チ リ,フ ラン
ス,日本(1970),二=一ジーランド,ノー ル ウェー(1975)
の順序で,そ れぞれの首都において開催され,次 の第9
回会議は英国政府の招請により,1977年ロンF'ンにおい
て開催されることになっている.
南極条約は,周 知のとお り,1957年から1958年に亘る
国際地球観測年で示された南極における画期的な国際共
同科学調査の輝かしい成果が契機とな り極めてユニーク
な国際条約として生れ育ってきた.原署名国12か国には,
資本主義国,社会主義国が呉越同舟で含まれてお り,こ
れらは米,ソ,英,自筆の先進諸国10か国とチリ,アルゼ
ンチンなど発展途上国グループに入る2か国とに分けら
れ,又,英,仏,オ ーストラリア,ニ ュージーラン ド,
ノールウェー,アルゼンチン,チ リなど南極に領土権 を
主張 している7か国,米,ソ,ベ ルギー,南 ア,日 本な
どいかなる国の領土権も認めない5か 国とに分けること
もできる,そ もそも,南極条約は,1948年に南極地域の
国際化についてのアメリカ案に起因するところが多かっ
たと言われる.そ の後1956年には,イ ン ドが南極地域を
国連に国巡管理案を提案しようとしたが.国際地球観測
年における南極観測の実績がものをいい,そ の国際協力
を背景に空前の規模で科学調査を実施 した12か国の譲歩
と妥協に基づ く極めて微妙なバランスの上に立って成立
したものである.南極地域がもつ潜在的な経済的価値に
ついては当時の技術水準から目をつぷり,平和利用,科
学調査の自由,国 際協力の推進のための領土権の法的現
状の凍結を3大原則とした南極条約は,そ の有効期間の
後半期に入ろうとしている.
意識的に避けて通ってきた南極地域に埋蔵 されている
らしい鉱物資源の探査の問題は,東 京における南極条約
協議会議の時に始めて話題にのぼ り,1972年ウェリン ト
ンの会議では,「 南極資源一鉱物探査の影響」として議
題に取 り一ヒげられた.時 を同 じくして.NSF(米国国立
科学財団)の援助による深海掘削計画tDSOP)の一環
として,グ ローマーチャレンジャ一号が南極のロス海域
で水深500メー トルの海底のポーリングを実施 した.その
結果,天然ガス,石油の埋蔵の兆候が明らかになり,折か
ら全世界を震櫨させた石油ショックのあおりを受けて5
南極にも早 く,生臭い風が吹き込んできたのである.
そして1975年オスローにおける南極条約協議会議の焦
点は,南極の潜在鉱物資源に しぼられた.し か し,会議で
は,鉱物資源の探査 ・開発を推進 しようとする諸国とこ
れに反対する諸国との対立は,南 極条約の将来に大きな
問題を投げかけることになった.す なわち,ア メリカ,
イギ リス等は探査 ・開発に積極的であり.ソ連,チ リ,
アルゼンチンは反対,又 は消極的態度を取った.・次のロ
ン ドン.会議 までに何 らかの歩みよりの道を開いて.解決
を図ろうと苦慮 した,そ こで中間的立場にい た フ ラ ン
ス,日本,ノ ルウェーの斡旋案により,フランスが南極
鉱物資源についての特別準備会議の招請を引き受け,パ
リーで開催されることになった.そ の日本代表団は次の
顔ぶれであった.
平岡千之(在 仏大使館参事官),村山雅美(極 地研),
大町北一郎(工業技術院地質調査所),高橋恒一(外務省
科学課事務官),山本草二(東 北大学法学部教授),長
谷川善一(在仏大使館一等書記官),高原弘栄(金 属鉱
業事業団),小林興起(資源エネルギー庁).
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6月27日(|.D,あま りの 暑 さに,デIJ－ に で も来 たか
と思 うパ リー で あ っ た.大 使館 が 予 約 して くれ た 宿は4
つ星 とい うか らそ れ まで の我 慢 とは,キ 花 の パ リーミ を
知 らぬ 百姓 の悲 し さ.薄 汚 い小 部 室 を 占領 す る馬 鹿 でか
い ダブ ル ベ ッ ドと立 派 な ビデは さす が と妙 に 感 心 した も
の の,扇 風 機 す ら な い サ ン トノ ー レホ テ ルで あ っ た.吹
き出 る汗,生 ぬ る い ビール を ラ ッパの み しな が ら,裸 で
窓 か ら僅 に 入 る熱 風 に あ た っ てい る と,丁 度 寝 お きだ っ
たの か 胸 も露 わ に 寝 乱 れ た 美 女 が,や りきれ な い この 暑
さ と大 袈 裟 な 仕 草 を サ ン トノ ー レ通 り越 しに 向 い の 窓 か
ら送 って 来 た.予 定 され て い た 代 表 団 の 初 打 ち 合 せ も,
この 暑 さで は あ った もの で は な い との 旧知 の 平 岡 首席 代
表 の 提 案 に よ り昼 食 の 後 は,ク レベ ー ル の外 務 省 の 国際
会 議 場 で 登 録 して 解散 とな っ た.
翌28日10時か ら,7月10日17時 ま で,日 曜 日 を除 き土
曜 日 も午 後 ま で,時 に は21時 開 会23時30分 閉 会 とこ れ
が フ ラ ン スが 主 催 す る会 議 か と認 識 を改 め さ せ る よ うな
ス ケ ジ ュー ル で,会 議 は ベ トナ ム会 談 で有 名 な国 際 会 議
場 で ビ ッ シ リ2週 間 に わ た り開 催 さ れ た.警 備 が厳 重 な
会 議 場 では,登 録 カ ー ドの写 真 と首 実 験 は も ち ろん,カ
バ ンに も磁 気 探 知 機 を 当 られ る し,フ ラ ン スに は お 巡 り
さん が こん な に い るぞ と ばか り,警 備 の人 垣 を分 け て 会
場 に 入 る有 様 だ っ た,暑 さに は 全 く無 防 備 な パ リー で あ
るが,儀 典 官 は 黒 の フ ロ ック コー トに大 きな 金 メ ダル を
金 鎖 で 首 か らぶ ら下 げ,暑 さが ど う した とい った い か め
しい 顔 つ きで,会 議 場 の 世 話 に 当 っ て い た.
B.　DESTREMAUフ ラ ンス 政 府外 務 大 臣 に よ り開 会
が 宣 せ られ た 後,　S.　HESSELフ ラ ン ス首 席 代 表 を議 長
に選 出 し,各 国 代 表演 説 に入 っ た.UNESCO会 議 の
た め 出席 で き な か った平 岡代 表 の ピ ンチ ヒ ッタ ーに 私 が
立 っ た.そ の 要 旨は,第1に 現 行 の 南極 条 約 の もとに お
い て も,全 締 約 国 の合 意 を条 件 に,条 約 の規 定 の 範 囲 内
で行 う資 源 の探 査 ・開 発 は 禁 止 され てい な い と理 解 して
い る こ と,第2に,南 極 の よ うな生 態 的 に 脆 弱 な 地 域 で
は,探 査 ・開 発 活動 が 環 境 に 及 ぼ す影響 に つ い て の 科 学
的 調 査 が 急 務 で あ り,併 わせ て 鉱 物 資 源 が 経 済 的,技 術
的 に 開 発 で き るか ど うか 確 認 され て い な い こ とか ら,一
定 期 間 は モ ラ ト リウ ム とす る こ と.第3に,鉱 物 資 源 の
探 査 ・開 発 の た め の 国 際的 レジー ム とか規 制 措 置 に つ い
て,現 段 階 で 検討 す る こ とは時 期 尚早 で あ る こ と.第4
に,新 海 洋法 の動 き に注 意 し,南 緯60°以 南 の 海 底 区 域
に,そ の レジ ー ム が及 ばな い よ う,南 極 条 約 協 議 国 が 一
致 して努 力 す ぺ き こ と等 で あ っ た.
つ づ い て,作 業.部会 と して 次 の2つ が 置 か れ た.第1
部会(The　Working　Group　on　Scientific,　Ecological,
Technical　nd　Economic　Aspects)議長 には,ア ル ゼ ン
チ ンのBELTRAMINO大 使,第2部 会(The　Working
ユ ー ス
Group.en　Legal　and　Political　Aspects)議長には,ノ
ールウt－のHAMBRO大 使が選出された.南 極条約
始まって以来の特別な科学,技 術,政治,経 済等の角度
から,南極の鉱物資源問題を検討する政府間会議がこう
して始った.しか し,主催国の準備が遅れたため,各 国
とも`1軍前の準備が十分でなかったこともあるが.今 まで
意識的に避けてきた問題の故に,当 初から具体的な意見
の一致は期待するところではなかった.とは言え自由討
論に終始した会議ながら,各国の腹の中,手 の内が推測
できたことは大きな成果であると同時に,今後の波乱は
火を見るより明 らかになった.こ の会議は非公開である
ことから,南極資源問題に対する各国のおもわくと会議
の空気に少しふれて見よう.
本会議に提iHされた鉱物資源探査の影響についてSC
ARの報告は一致 して高 く評価され,環 境生態系に関す
る調査,及 び地質学的調査を促進する必要については,
各国の同意をみた.しか し,本論になると,領土請求権
国とそうでない国との間の溝は極めて深 く,科学調査 と
平行 して,探査 ・開発 レジーム設定の要ありや否か議論
はつきるところがなかった.
素直に所信を表明 したと言えば聞こえがいいが,変 り
ばえしない我が国の冒頭演説は,ソ連は思 うツボとばか
りに全面賛成 を表明 し,図 らずも同一歩調という,今ま
での国際会議にはない陣型 となった.既 に南極において
も利用できる技術に自信があるのか,そ れとも海洋法会
議あるいは国連等からの圧力を受ける前に,い ずれは探
査 ・開発が開始 されることを見通 して,南極条約による
レジームをお墨付'きとして,一部の領土請求権国は,そ
の国内法により何らかの動きを起こしたいもの の よ う
だ.一 方,ソ連と主張を同 じくする日本の態度を見た所
謂わが友好国側は,日 本の真意は一体 どこに あ る の か
と,理解 しに くいところであったようだ.
我が国はもとより,いずれの国も南極条約の存続を強
く希望することには変りはない.し か し,極めて顕著な
対立,し かも同 じ側に立つ国 々もいわば同床異夢といっ
た微妙な違いを曝けだして,国連又は,第3国 が介入す
る糸口をつくることは避けたいとする点においてはいず
れの国も同様である.南極条約の下における南極地域の
今の姿は,資 源問題をこじらせれば,一 転 して,国際紛
争の場になりかねないことを,こ の度のパ リー会議の空
気からも伺い知れたのである.来年のロン ドン会議 を始
めとして,今 後の南極条約会議において,進 むべき道を
決めていないために窮地に追い込 まれないよう,又南極
の孤児にならないよう,国益をふまえて,我 が国の南極
政策の確立が急がれるところである.南極条約締結当時
から,引 きつづき条約会議の代表として,南極問題を科
学と外交の上から熟知する永田所長は,生 臭くなった南
2一
極 地 研 ニ ュ ー ス
極は今や焦げ臭 くなったといった,南 極は日本にとって
何なのかと,政治外交の面から見直 し,確たる政策を打
ち出すことが焦眉の急であることを思い知 らされた鉱物
資源についての第9回 南極条約協議会議特別準備会議で
あった.(筆 者:国 立極地研究所次長)
南極観測隊便 り
一第17次越冬隊の近況一
6月に入って天候は比較的良好であったが,冷 えこみ
が一段と厳 しくなった.
恒例のミッドウインター(真冬祭)の 行事が,19日か
ら3日間盛大に行われた.
7月11日約1月 半ぷ りに昭和基地に太陽が姿を現わ
し,42日間の暗い夜の生活にわかれを告げた.これから
は 日一日と昼間が長 くなってい くが,南 極は今が一番寒
い時期である.昭 和基地の南東約300㎞の南極大陸氷床
上にあるみずほ観測拠点で越冬中の4名 の隊員からは,
7月27日に約2か 月ぶ りに太陽を見て ミ気分 うるわし
いミとの連絡も入った.越 冬生活もい よい よ後半に入
り,基地での観測 とともにこれからは野外調査旅行が頻
繁に行われるようになり,一段 とあわただしくなってく
る,
6月は極夜の続 くことからロケットによる観測 も忙が
しくなってきた.極 地L空 のオーロラ活動現象に代表さ
れる磁気圏サブス トームの機構解明も最大の目的 とする
IMS計画 に沿った観測活動を実施 している第17次観測
隊では,昭 和基地とみずほ観測拠点での2点 同時観測,
ロケットによる高度約200㎞に至る オーロラ現象の直接
観測及び人工衛星ISIS　 (電離層観測衛星)に よる電
離層上部観測等を駆使 した立体観測に精力的に取 り組ん
できた.こ の観測の条件としては,人 工衛星が基地の上
空を通過する時にオーロラが出現 し,同時に ロケットの
打ち上げi1∫能な天候状態であることなどにより,南極で
は末だ立体同時観測は各国 とも実現 していなかった.そ
のチャンスが6月25日に到来 した.気象衛星ノア4号 か
ら送 られてきたデータは,天 候1"1一れを告げオーロラ活動
も活発の兆 しを見せは じめ,こ の日を期 して待機 してい
た隊員達は,現地時間C2時40分ロケットS-210jA20
号機を打ち上げた。ロケットは高度118㎞に達 しオーロラ
の中に命中,搭 載計器はすべて順調に作動し観測に成功
した.又ISIS2号 も同時に基地上空1400㎞のやや東
側を通過,ロ ケット及び人工衛星から送 られてくるデー
タが同時間に記録 さ れ た.続 いてISIS1号 も高度
2400kmの上空を通過 しこの受信にも成功,第17次越冬隊
員の一致協力 した努力が実 り,南極での世界で初めての
立体同時観測に 成功 した.続 いてS-210JA21号機 が
7月25HO3時23分に打ち上げられ,高 度116㎞に達 し搭
載計器はすべて順調に作動 しVLF自 然電波測定等の観
測にも成功 した.
一方,7月30日にはみずほ観測拠点へ物資補給のため
芳野隊長は じめ,後藤,村 上,吉 沢,高橋,光 山の5名
の隊員は8台 の櫨に燃料,建 築資材及び食糧などを積み
込み,昭 和基地を出発 した.
又,基地農協の発表によると5月のIB荷量は,も やし
2.5kg,カイワリ大根0.5kgあり食卓をにぎわした.
一 第18次観測隊員決 まる一
11月25日出発する第18次南極地域観測隊の隊員35名
(越冬隊26名,夏隊9名)が,6月25日 の南極地域観測
統合推進本部総会で決定,同 日発表された.残 り3名に
ついては8月 中にも決定されることになっている.
第18次隊は,国際磁気圏観測計画(IMS)に 基づく
ロケットによるオーロラ中の電場磁場等の諸物理量の測
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定,テ レメ トリーによる人工衛星観測等を柱 とする超高
層観測をは じめ,定 常観測のほか気象,雪 氷,生物,地
球化学,医 学,地 理等多 くの観測研究を行うこと.
このほか,観 測隊 とは別に南極マクマー ドサウン ド地
域の無雪地帯である ドライバレー地域での日,米,ニ ュ
ージーランド三国共同観測に派遺する2名(神 沼克伊:
極地研助教授,矢 内桂三:極地研助手)の科学者も決定
された.
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第18次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊
部 門 氏 名 生 年 月 日 所 属
気 象1藤 沢 格
康 男
豊 雄
1昭和 年 月 日
!9.10.9
!20.1.6
123.11.7.
気象庁
気象庁
気象庁
観測部(運 輸技官)
沖縄気象台(運 輸技官)
海洋気象部(運 輸技官)
備 考
?
?
?
?
?
?
13次越冬
〃 |福 沢 志 津 夫2も4.8
|
気象庁 札幌管区気象台(運輸技官)
電 離 層 西 山 昇`23.1L9 電波研究所 企画部(郵政事務官}・:
地球物理 大 滝 茂21.10.31
1
国土地理院 測地部(建設技官)
超 高 層
〃
鮎 川 勝`19.5.301
町 田 進;19.4.3
国立極地研究所 研究系(文部教官助手)
国立極地 事業部(文部技官)
(国際電 ㈱茨城衛星通信所)
1茸r14次越 冬
1
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一第18次観測隊の訓練状況一
第18次南極地域観測隊夏期総合訓練が,7月12日から
16Hまで,群 馬県立北毛青年の家で行われた.国分副隊
長以下全員が参加 し,標高約700mの高原で白樺 と高山
植物が繁茂 し,野鳥の鳴き声のなかで,午 前中は南極観
測の目的と意義,こ れまでの観測経過,観 測の現況 と体
制,昭 和基地の現況等の講義,午 後は体技を中心に,消
火訓練,ラ ッシング訓練等で汗を流 した,夜 は各部門ご
との部会に分かれて,オ ペ レーションズ ・リサーチを行
い,.又,最終日には活発でかつ総合的な討論が行われ,
極めて有意義な訓練であった.
このほか,超 高層部門では ロケット打ち上げのオペ レ
ーション訓練,地磁気部rllでは国土地理院鹿野山測地観
測所で,電離層と海洋部門では 「ふ じ」に乗 り込んで船
－L観測の実務訓練を,一方通信部門では送受信機の取 り
扱い,機械部門では車輌その他の機械の取 り扱い,又,
コックはパン焼き等の研修に,他 の部門の隊員たちもそ
れぞれの部門での観測,設 営にと出発するまでの間多 く
の訓練を行 うことになっている.
国際会議報告
一 極地地理 学国際シ ンポジウムー
第23回 国 際 地 理 学 連 合 総 会　 (XXIII　International
Geographical　Congress)がモ ス ク ワで7月 下 旬 か ら8
月 上 旬 に か け て 開 か れ た.こ れ に 先 立 って ソ連 の 各地 で
30のシ ン ポ ジ ウ ム が開 か れ た.標 題 の シ ン ポ ジ ウ ム もそ
の ひ とつ で,正 式 に はSymposium　on　the　Geography
of　Polar　Countries　と呼 ば れ,レ ニ ン グ ラ ー ドに お い
て7月22口 か ら26口ま で開 催 され た.組 織 委 員 長 は レニ
ング ラー ドに あ る ソ連 北 極 南 極 研 究 所 長 兼 ソ連 地 理 学 会
副 会 長 の ト リ ョシ ニ コフ教 授,副 委 員 長は 同 研 究 所 の南
極 担 当 副 所長 コ ロ トケ ビ ッチ 博士 で あ っ た.会 場 は22,
23の両 日は北 極 南 極研 究所 の 面 す る フ オ ンタ ンカ運 河 を
は さん で,す ぐ前 に あ る 「人 民 友好 の 家 」,24日は エ クス
ヵ ー シgン,25,26の 両[1はソ連 地 理 学 会 の 建 物 で あっ
た.約10か国からε⑩篇の論文が出され,約100名が参加
した.我 が国からは広島大学の吉田栄夫教授と筆者の論
文が提出され,出席は筆者のみであった.
シンポジウムは大別 して:1)極 地の自然環境と天然
資源の探査 ・開発(39論文),2)極地域の 経 済 開 発
(23篇),3)極地の環境保護(20論文)に 分けられる.
実際には,欠 席者などが多く,口頭発表をしたのは前項
目についてそれぞれ,10,9,9篇であり,飛び入 りでの
小報告 もあった.発表の順序なども前日や当日の朝に決
まるというように,残念ながら会議の運びは順調とはい
えなかった.
極地の自然環境については ソ連の北極地方と北米に関
する論文が多く,南極については吉田教授の昭和基地周
辺での我が国の自然地理研究の論文のほか 数 篇 で あっ
た.コ ロトケビッチ等は南極のオアシスについて触れ,
日本隊の命名したプリンスオラフ海岸の亀島がスライ ド
で示されたりした,
極地の経済開発については,ア ラスカの石油開発,カ
ナダの北方開発などについてソ違例から多くの質問が出
た.経 済体制の異なる欧米とソ連 とでは議論のかみ合わ
ない点が多かった.極 地の自然保護についてはシベリア
とアラスカ(特にパイプライン設置)が問題 となり,北
氷洋での石油採掘による氷海の汚染なども話 題 となっ
た.南 極の環境保護については筆者の報告(昭 和基地周
辺の請)の みで,南 極条約による生物保護の勧告につい
てソ連人から質問があった.関係者以外は南極の自然保
護は余り良く分っていないらしい.
会期中,22日夕方には北極南極研究所の観測船 プロフ
ェッソル ・ウイーゼ号,23日には北極南極博物館を見学
した.同博物館ではオビ号 と交歓 した際,日 本南極観測
隊からの記念品が陳列 してあり懐かしかった.又,人 工
オーロラの展示がよくできていたのには驚かされた.
(楠 宏 研究主幹)
第一 回南極地球化学シポジウム開かる
南極地域観測隊の地球化学部門は1967年の第8次 隊か
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ら,昭和基地での観測を開始 した,以 後,毎 年のように
1～2名の研究者が越冬隊又は夏隊の隊員と して 参 加
し,今日に至っている.一方,日 本隊の手によるアメリ
カのマクマー ド基地を拠点 としたマクマー ド入江周辺や
ドライバ レーの調査も,1962年から実施 されてきた.こ
れらの調査は ドライバ レー掘削計画(DVDP)へ と引
き継がれ,大 きな成果をあげつつあることは周知のとお
りである.DVDPも 一段落 したのを機会に,現 在まで
に得 られた成果の発表を中心とするシンポジウムが,去
る7月28～29日学士会館本館において当研究所主催のも
とに開かれた.
発表された論文は30編,参加者は100名を越えた.発
表論文の半数は,ド ライバレーや昭和基地周辺に存在す
る湖や池に関するものなどについて報告がなされた.D
VDPの ボーリングコアから得られた試料の分析結果,
みずほ高原での雪氷部門による浅層ボー リングコアの試
料の分析結果,又,昭 和基地における大気中の二酸化炭
素や窒素酸化物の測定結果,や まと明石に関する地球化
学的研究などの成果も発表された.こ のように今回のシ
ンポジウムの特徴は,地球化学の分野の広範囲にわたる
研究発表がなされ,盛 会裏に終了した.
又,7月28日午後には,た またま来 日中の二=一 ジー
ラン ドのビク トリア大学地質学教室のクラーク教授(R.
H.　Clark)　の特別講演も行われた.同 教授はエ レバス1⊥1
や ドライバ レーにおけるビクトリア大学の活動を紹介す
るとともに,南極横断山脈中のダーウィン山脈を調査し
た時の映画も.L映された.
このシンポジウムで発表された論文は,当 研 究 所 の
「南極資料」に 「南極地球化学 シンポジウム特集」 とし
てまとめて掲載する予定である.
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プ ロ グ ラ ム
地球化学的研究と地学の一側面
南極塩湖の化学的特徴
ドライバレー地域の塩湖の栄養分布について
昭和基地周辺の湖水,プ ール水の水質について
昭和基地周辺の池水について
ヌルメ池の二層構造について
南極オアシスの微量元素について
一その1.Raの分布について一
南極塩湖水中の有機化合物の測定
一主として脂肪酸について一
ドライバ レー地域の塩湖の生成過程について
14.南極の地球化学的地熱探査
一 ドライバ レーバンダ湖周辺(予報)-
15.昭和基地周辺に棲息する生物の生体内金属分布
16.ドライバ レーの塩湖における熱塩対流
17,プリンスオラフ海岸の湖沼の水質 と　Evaporite
18.ドライバ レー地域の二次生成鉱物の分布について
1g.　DVDP　NO3,　NO6ボーリングコア中の二次生成鉱
物
20.ドライバ レー産鉱物の地球化学的考察
21,やまと陽石に関する,希 土類元素を中心 とした地球
化学的研究(1)
22.南極の火山と火1⊥[岩
23,昭和基地の大気中の二酸化炭素
24,昭和基地地上大気中の窒素酸化物の連続測定
25.　Dry　Valleysの歴史的変遷
26.みずほ高原の浅層ボーリングコア及び雪の酸素同位
体組成
27.みずほ高原から得た浅層ボー リングコアの酸素同位
体組成について
28,ドライバ レー地域の塩湖の水の酸素同位体組成
29,南極の塩湖の同位体化学的研究
30.掘削試料からみたRoss島の火山活動
特.ビ クトリア大学の南極における地学的研究
一… －A-一一'♂ ～
研 究 所 刊 行 物
Memoirs　of　National　Institute　of Polar　Research
　 Series　A (Aeronomy),　No.　14
　 　 Spatial　distributions　f　auroral　zone　X.rays　as
　 　 viewed　from　rocket　altitudes,　by M,　Kodama
　 　 and　T.　Oguti.　 July　1976
　 Series　F (Logistics),　No. 2
　 Wind　electric　generator　NU-101　driven　by　axial.
　 　 flow　air・turbine　with　stator,　by　S.　Awano,　M.
　 　 Murayama　and　S.　Takeuchi.　 July　1976
　 Special　Issue,　No.　6
　 　 Proceedings　of　IAGA　Meeting　on　Unmanned
　 　 Observatories　inAntarctica,　ed.　by　T.　Nagata,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 August　1976
南 極 資 料56号1976年7月
10.昭和基地周辺の塩湖の水質の由米と変化
1Lラ ングホプデ地区ヌルメ池の重金属含量について
12.ドンファン池湖盆の塩収支
13.多成分相関による南極水系の解析
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南極 について進講
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永田所長 ・星合助教授
昭和51年5月20日,永川所長及び星合助教授は皇居に
伺い,日本の南極観測を中心にした国際的な現況 と昭和
基地における観測,及 び基地周辺の生物相についてお話
し申しあげ,説 明資料として準備したカラー写真パネル
5枚,アルバム1組,海 産動物標本12点を,資料 として
さしあげた.
陛.ドは,昭 和基地での超高層物理学の研究について述
べた所長の説明に,い た く興味をお示 しにな り,オーロ
ラの色彩から,ロ ケット・人工衛星を用いての観測の意
義に至るまで多 くの問題について御下問をされた.又,
生物については,標 本をお手にとられ,海 産動物の分布
についてご自身の考えを述べられるほどであった.更 に
資源問題についてもお尋ねがあ り,南極についての並々
ならぬご関心の程を示された.
アルバム中の一枚:昭 和基地周辺の浅海動物
第1了次隊月例報告
〈5月 ・6月 〉
一 般 概 況
n照 時 間 も短 か くな り冬 ご も りの 準 備に 入 っ た.第1
期 み ずほ 観 測 隊 は 越 冬 観 測 の た め建 設作 業 を続 け て い た
が5月14日 予 定 の 作 業 を 終 了 し,越 冬 者4名 を残 し支援
隊4名 は20日無 事 昭 和 基 地 に帰 投 した,み ず ほ で は現 在
着 々と基 地 設 備 の 整 備 も進 み ほ とん どの 観 測 が 開 始 され
た.5月31[1には 太 陽 に お 別 れ の ソ フ トボ ール 大 会 を開
催 し6月19[・]～21日に}まミ ッ ドウ イ ン タ ーの 行 事 を行 っ
た.6月25日,02時40分,ロ ケ ッ トー 210JA20号機 を打
ち上 げ電 離 層 観 測 衛 星ISIS2号,1号 と,地 上2か
所 で の オ ー ロ ラ発 生 時 の立 体 同時 翻![1」に 世 界 で 初 め て成
功 した.
観測報告
25日発射されたロケッ トー S210JA20号機は強いオー
ロラの中を飛行,す べての塔載計器は順調に作動 した.
人工衛星ISIS1号,2号 及びみずほ内陸基地との同
時観測にも成功,こ こにIMS計 画の最大のねらいであ
る地上多点,ロ ケット,人工衛星の立体的同時観測を行
う事ができた.人工衛星ISIS1号.2号,NOAA
の受信も順調に行われるている.気象概況:5月 後}卜荒
模様の天気が続いたが,31日は風弱 く沈み行 く太陽を十
分観測する事が出来た.6月 に入 り2回ブリザー ドに見
舞われた他は穏やかな良い天気が続いた.し か し冷え込
みは厳しく気温は平年より4度も低 く経過 した.
分
平 均 気 温
月最高気満
月最低気温
月最大風速
5月
一15.1"C
-4 .0℃
-31.7℃
31.2m/sec
6月
一19.6℃
-9 .0℃
-35.0℃
gm・8m/sec.
雪氷部門では,オ ングル海峡からラングホブデ湾への
ルー ト作 りを完成 し海洋海氷観測を開始 した.6月1日
より1昼夜オングル海峡で流速も測定 した.定 点観測は
氷厚30c皿で打ち切ったが興味ある結果が得られた.
単 位 ・1
.-1
消 費 量 残 量
区 分
5月6月5月.6月
普二}壇軽'i由114,90014,720!260,715.245,995
燈 芝山5,5006,03280,22154,195|
旨:
設営報告
燃料消費内訳
通信では,5月 はみずほとの交信 を30回実施 し定時連
絡を20時30分とし,不能の場合は翌|」の15時に交信する
方法を取 り殆んど連 日交信できている.6月 に入 り17次
越冬以来最低のコンディシ・ンになり銚子無線の協力に
ょり記録通信を中心に運用 し無軍処理する事ができた.
隊員健康状態も概ね良好であ りその他も順調に経過 して
いる.
職 員 異 動
7月1H管 理部会計課長に大森滑二(前 文部省大学1贔
技術教育課庶務係長)が 昇任
管理部会計課長 札川澄男は,東 京芸術大学
会計課長に配置換
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一悲劇の南極探険一
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1910年10月12日,南極 探 検 船,テ ラ ・ノ ヴ ァ号 は,オ
ー ス トラ リア の メル ボ ル ン港 に入 港 した.ス コ ッ ト隊 長
を待 っ て い た の は,ノ ー ル ウ ェー の探 検 家,ア ム ンゼ ン
か らの一 通 の 電 報 で あ っ た.
本 書 は,南 極 探 検 史 上 あ ま りに も有 名 な,ス コ ッ トと
ア ム ンゼ ンの極 点 到 達 の競 争 を 焦点 に,「 幻 の大 陸 」 と
呼 ばれ,長 い 間人 跡 未 踏 の地 で あ った 南 極 に,命 が け で
出掛 て行 っ た 人 々の行 動 を記 録 に即 しな が ら,少 年 ・少
女 向 きに 紹 介 して い る.
白瀬 探 検 隊 を乗 せ た 関 南 丸 と プ ラム号 の出 会 い も 印
象 的 だ,そ の頃.ロ ス棚 氷 の彼 方 では,ア ム ン ゼ ン と ス
コ ッ トが 自 らの運 命 を神 に 託 して,雪 と氷 の 世 界 をひ た
す ら歩 ん で い た.何 が彼 等 を極 地 へ と向 わせ て い る の だ
ろ うか.白 癩 隊 も前 進 した.「 極 の誘 いJに3つ の パ ー
テ ィーが 動 く.ス コ ッ ト隊 が 南 極 点 に 着 い た の は,ア ム
ン ゼ ン よ りも34日遅 れ た1912年1月17日で あ っ た.そ こ
で 彼 等 の 見 た もの は ….
極点からの帰路は刻々と迫る死の影との戦 い で あっ
た,暗 い不安におそわれながらも,彼等は希望を語 り,
岩石の資料を運び続けた.凍 える手で書きしるされた日
記や手紙は,時 間と距離を越 えて,幼い読者の心 をも打
つことであろ う.
挿絵のほか,写 真や図版の挿入も適切で,ペ ンギンや
アザラシ,氷山やオーロラ等南極の自然現象を視覚的に
もわか りやすく編集されている.
20世紀初頭のこの栄光と苦難にみちた物語は,21世紀
に向って生 きる現代の子ども達にも,多 くの共感 と感銘
を持って読み継がれて行 くにちがいない.
なお,作 中,白癩中尉が命名 した 「大和雪原J(や ま
とゆきはら)を(や まとせつげん)と誤ってふ り仮名を
つけている,編集者は注意 してほしい,
このほか,こ の数年間に出版された子 ども向きの南極
関係の本 として,日本隊による初の南極点到達の記録を
まとめた 「南極点へ5200キロ」村山雅美著,昭和基地の
生活と南極観測の意味をといた 「オーロラ と 白い 地平
線」小口高著等の優れた作品がある.
〔チェリー ・ガラー ド著,保 永貞夫編
1976年あかね書房発行〕
(筆者:国 立極地研究所事業部 大野美紀子)
〔極地豆事典〕
ア ザ ラ シ
南極の生きものの写真で,ま ん丸 目玉のかわいい子供
や母と子のほほえましいスナップなど,アザラシの写真
はよく見かける.現在世界中に18種のアザラシが棲息 し
ているが,南極ではそのうち5種 が見られる.ミ ナミゾ
ウアザラシは近縁種が北半球に分布するが,残 りの4種 体長 ・体重は雄で16.5皿,3.6t,雌で3.5m,1t.
は南極大陸周辺に限られているのでナンキョクアザラシ
族としてまとめて呼ばれることがある.
以下順次紹介すると,ウ ェッデルアザラシは哺乳類中
景も南にまで分布 している動物で昭和基地付近の海氷の
上でもよく見られる.体長は3m位 で,体 重は大 きなも
ので400㎏,ヒョウアザラシはナンキョクアザラシ族の
うちで最 も分布が広 く,大きなロをもった捧猛な種類で
ペンギンの最大の敵である.体長は3.5～4m,体重は大
きなもので450㎏,カニクイアザラシも分布が広 く,昭
和基地に向 う ミふ じミが氷海に突入するとすぐ見られる
のは大抵このアザラシと思ってよいだろう.数もこの種
が一番多いとされている,カ ニクイとは言 うものの本当
はオキアミの類を食べている.体長は2.5m位,体重は
200㎏位,ロ スアザラシは数が少 く,ロス海やウェッデ
ル海の氷海で見られるのみで,昭和基地のある東南極の
氷海には分布 しない.体長は2m位,体 重も180～200㎏
と小形,ミ ナミゾウアザラシは以上4種 と異なり,本拠
というか繁殖地が北方の亜南極帯の島々にある.しか し
南極大陸を訪れないわけではな く,たとえばオース トラ
リアのデーヴィス基地(68.5°S)付近の 砂浜や 岩の上
で若いこのアザラシを見たことがある.大形の種類で,
ついでによく聞かれるオットセイとアザラシの違いを
書いてお くと,アザラシは耳介がな く,後肢は体の後方
にまっす ぐ伸びているのに対 し,オットセイは小さな耳
介があ り,後肢の足首より先が体の前方に向いている.
オットセイは四つ這いになれるが,ア ザラシは腹這いし
かできず,陸 上での運動には不向きである.それでは一
息でどの位潜水できるかとい うと普通は5～10分である
が,1時 間位潜 り続けた記録もある.深 さは300m位ま
で潜ることができる,
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